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12 月末外国人登録者数の推移（平成 19～ 28 年）

で広がる世界で広がる世界

オセアニア
641人

（約41%）

アジア
189人

（約12%）

ヨーロッパ
581人

（約38%）

北米119人
（約8%）

その他※
（約1%）

（人）

（年）H28

町
民
の
10
人
に
１
人
が
外
国
人

　

倶
知
安
町
の
外
国
籍
住
民
登
録
者

数
は
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
、
昨
年

12
月
末
現
在
で
１
５
４
５
人
と
な
っ

て
過
去
最
多
を
更
新
し
ま
し
た
。
同

月
末
の
人
口
1
万
６
４
６
５
人
に
対

し
比
率
は
9
・
4
㌫
と
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
町
民
の
約
10
人
に
1
人

が
外
国
人
と
言
え
ま
す
。
彼
ら
の
多

く
は
、冬
期
間
の
み
滞
在
し
、ス
キ
ー

場
周
辺
の
宿
泊
施
設
な
ど
で
働
き
な

が
ら
ウ
ィ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し

ん
で
い
ま
す
。

　

町
は
「
世
界
に
誇
れ
る
国
際
リ

ゾ
ー
ト
」
へ
の
発
展
を
目
指
し
て
お

り
、
今
後
外
国
籍
住
民
の
増
加
が
さ

ら
に
進
む
こ
と
を
想
定
し
て
い
ま

す
。

　

H27H26H25H24H23H22H21H20H19

1,545

370

出
身
国
は
さ
ま
ざ
ま

　

右
の
グ
ラ
フ
は
昨
年
12
月
末
現
在

の
外
国
籍
住
民
を
出
身
地
域
別
に
見

た
も
の
で
す
。
特
定
の
地
域
か
ら
だ

け
で
は
な
く
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
か
ら

来
訪
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。
中
で
も
多
い
の
は
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
・
イ
ギ
リ
ス
・
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
・
カ
ナ
ダ
の
4
カ
国
で
す
。

お
も
て
な
し
の
取
り
組
み

　

外
国
籍
住
民
の
増
加
に
伴
い
、
町

内
の
飲
食
店
で
は
英
語
表
記
の
メ

ニ
ュ
ー
を
提
供
す
る
な
ど
「
お
も
て

な
し
」
の
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
英
語
を
話
せ
る
人
材
を
育
成
す

る
た
め
に
倶
知
安
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ

ブ
が「
英
語
観
光
案
内
コ
ン
テ
ス
ト
」

を
実
施
し
ま
し
た
。（
9
ペ
ー
ジ
参

照
）

その他※～南米、アフリカ 

　今冬も世界中から多くの観光客が倶知安町を訪れており、その約 8
割が英語圏の国です。ここでは、町教育委員会が実施している英語に親
しむための教育を紹介するとともに、心を通わせるコミュニケーション
について考えます。

英英
こ と ばこ と ば

語語
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イングリッシュデイキャンプ 英語乗り入れ授業
小中高生　英語の交流 英語教諭と楽しく学ぶ

町民向け英語研修
初心者のための

英語に親しむ
町教育委員会が今年度行った
倶知安ならではの英語教育を
紹介します。

　町内に住む佐藤裕世さんは、外国人の来訪が多い冬の
間、JR 倶知安駅構内で駅員と利用者の間に入り、交通
機関の案内や切符購入などのサポートを英語でしていま
す。
　「英語を学ぶきっかけとなったのは、十数年前に参加
した町教育委員会主催の英会話教室
でした。その後、英会話サークルに
入会し、趣味の一つとして英語を始
めたのですが、初めは思うように話
せず、一回のレッスンにつき一言発
することを目標にしていました。『ど
うしたら英語が上達するだろう』と
考えたとき、『外国人と友達になること』が最善策だと
思ったのでサークルの先生に積極的に話しかけ、先生の
ご家族が来日したときには、全員を家に招きました。『違
う国の同世代の女性はどのように子育てしているんだろ
う』『世界的な事件や出来事についてはどう考えている
んだろう』と興味を持ったことから、もっと英語を話せ
るようになりたいと思ったんです。↗

　私にとって国籍が違うことはあまり重要ではありませ
ん。英語が話せなくても、持っている知識をフルに回転
させ、一生懸命向き合うことで熱意が伝わり、相手も同
じように接してくれます。そこに共通の言葉があれば、
少し相手との距離が縮まるというだけです。英語はコ

ミュニケーションのためのツールで
しかありません。国によって文化や
考え方は違っても、感じるハートは
皆同じです。
　私は、英語を話せるようになった
ことで相手がどんな考えを持った人
なのかを知ることができ、より世

　英語でのプレゼンテーションなど
の活動を通して英会話への関心を高
めるとともに、楽しく英語に親しむ
ための入口としてイングリッシュ
デイキャンプを実施しました。今
年度は全 3 回のキャンプで、延べ
56 人の小中高生が参加しました。1
月 22 日に実施したイングリッシュ
ウィンターデイキャンプでは、ひら
ふ坂を歩いている外国人に声をか
け、「Where are you from?（あなた
の出身地はどこですか）」「What is 
Kutchan famous for?（倶知安は何
で有名ですか）」などの質問をし、
世界の中での倶知安の知名度や評判
を調べました。

　倶知安町小中高英語連携事業の一
つとして、中学校・高校の英語科教
諭が小学校で授業を行う英語乗り入
れ授業。2 月 1 日には倶知安高校英
語科教諭が倶知安小学校 5 年生に
対し、授業を行いました。この日は、
友達同士でペアを組み、一人（店員）
が「What do you want?（何が欲し
いですか）」と聞くともう一人（客）
が「Orange,please.（オレンジをく
ださい）」など好きな果物を乗せた
フルーツパフェを注文するというや
りとりを繰り返し行うことで楽しく
英語を学び、子どもたちが先生に「発
音がいいね」と褒められる場面もあ
りました。

　英語に対する「言葉の壁の緩和」
を目的とし、語学留学経験や英会話
教室に通ったことのない「初心者」
を対象とした町民向けの英語研修事
業を実施しました。昼間と夜間 2 つ
のコースに分け、それぞれ全 15 回
のカリキュラムで実施し、両コース
合わせて 40 名が受講しました。講
習は英語のみで行われましたが、受
講者は時に笑いありで和気あいあい
とした雰囲気の中、学んでいました。

英語はツール
大事なのはマインド

佐藤裕世さん

界が広がった気がします。これま
で海外に行ったことがないのです
が、この町で生活していると世界
中の人と関わることができます。
この仕事では、相手のために一生
懸命になって『ありがとう』と言
われたときが最高に嬉しいです」 ▲佐藤裕世さん（右）


